
森川里海の連環と土壌中の水分･物質の反応

生産環境学コース 教授 原田茂樹
連絡先：harada.shigeki@agri.fukushima-u.ac.jp

研 究 紹 介

専門分野 土壌物理学、水文学、環境システム学、農業農村工学
主な担当科目 土壌物理学、土質力学、生産環境学実験実習Ⅰ,Ⅱ
教育方針 考えること書くことを大事にする。疑問をもち、持続する。

森川里海の連環（下記、研究領域対象図参照）において様々なスケールでの土壌内
の水と物質の移動･反応が重要です。これまで①市街地での治水のための浸透工法
（東京大学、同 大学院）⇒ ②海域・海洋の生態系食物連鎖と物質循環（国立環境
研究所、MIT、東京工大）⇒ ③環境計画・環境評価（京都大学大学院）⇒④セシウ
ムや重金属など有害物質と栄養塩など生産に寄与する物質の流出動態解明と制御
（宮城大学）⇒⑤環境原論的アプローチによる環境管理（リスク認知構造解析、主
観的指標セット作りなど）（宮城大学）について研究してきました。

https://researchmap.jp/
read0207395/

降水

田畑
ダム

市街地

下水道

水域

河川

農村

生活排水

住宅

工場

下水処理場

森林

指標名 因子名

① 環境負荷を出さな
いまち

まちの機能

② 資源に恵まれたま
ち

まちの個性

③ 快適な環境とふれ
あえるまち

まちの機能

④ 安全なまち まちの機能

⑤ 人と人のつながり
があるまち

まちの個性

⑥ 経済的豊かさを感
じるまち

まちの機能

⑦ 生活の利便性が高
いまち

まちの機能

⑧ 趣味を実現するの
に便利なまち

まちの機能

⑨ 福祉の充実したま
ち

まちの機能

⑩ 誇れるシンボルが
あるまち

まちの個性

⑪ 家族の世話がしや
すいまち

まちの機能

⑫ 名物食品があるま
ち

まちの個性

⑬ 自分とのつながり
があるまち

まちの機能

実験系概要
バイオマス中セシウムWashout技術

湿式酸化処理の処理後落葉

70℃ 次亜塩素酸ナトリ
ウム5000ppmの時

90℃ 次亜塩素酸ナトリ
ウム10000ppmの時

森林バイオマスの湿式酸化処理
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森林エッジ（森林の終わり）での
6年間の空間線量率変動計測

住みたい町指標セットと
2因子構造解析結果

研究領域対象図（赤字が研究対象）
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ダム内生態系モデルと予測結果

主な
研究成果


